
平成25年度授業シラバスの詳細内容平成25年度授業シラバスの詳細内容平成25年度授業シラバスの詳細内容平成25年度授業シラバスの詳細内容

授業コード授業コード授業コード授業コード C109933

第第第第 1111 週週週週 ：：：：

第第第第 2222 週週週週 ：：：：

第第第第 3333 週週週週 ：：：：

第第第第 4444 週週週週 ：：：：

第第第第 5555 週週週週 ：：：：

第第第第 6666 週週週週 ：：：：

第第第第 7777 週週週週 ：：：：

第第第第 8888 週週週週 ：：：：

科目名（英）科目名（英）科目名（英）科目名（英） 卒業研究（Graduation Thesis）

担当教員名担当教員名担当教員名担当教員名 伊藤　研

配当学年配当学年配当学年配当学年 4 開講期開講期開講期開講期 前期

必修・選択区分必修・選択区分必修・選択区分必修・選択区分 必修 単位数単位数単位数単位数 6

履修上の注意また履修上の注意また履修上の注意また履修上の注意また

は履修条件は履修条件は履修条件は履修条件

　これまでの修得単位数が１００単位を超えていることが、唯一の条件です。

受講心得受講心得受講心得受講心得

　自らがテーマを見出し、そのテーマを実現するためにさまざまな表現にチャレンジしてもらいま

す。

　このとき、必ず「誰に」、「何を」、「どのように伝えるのか」という表現の方向性を明確にする必

要があります。そのためには、常に考え続ける姿勢が求められます。

　みなさんの奮起を期待します。

教科書教科書教科書教科書

　特定の教科書は指定しませんが、チャレンジしてみたい表現に関するすべての図書および

Web上の情報、各種の映像作品等のすべてが「教科書」に該当します。

参考文献及び指定参考文献及び指定参考文献及び指定参考文献及び指定

図書図書図書図書

　　特定の参考文献や図書は指定しませんが、チャレンジしてみたい表現に関するすべての図

書およびWeb上の情報、各種の映像作品等のすべてが「参考文献や図書」に該当します。

関連科目関連科目関連科目関連科目 　これまでに学習した表現に関するすべての科目。特に、情報デザイン１、情報デザイン２、映像１、映像２、伊藤研究室で実施してきた研究ゼミナールAおよび研究ゼミナールB。さらに、プロジェクト演習科目の映像制作分野を含む。

授業の目的授業の目的授業の目的授業の目的

　学生がもっとも興味を抱く専門領域の研究室に所属し、担当教員の指導や助言を受けながら、

特定の研究テーマに沿った研究活動を行います。具体的には、①研究テーマの設定、②予備調

査（文献検索、調査、資料収集など）、③研究（設計、実験、解析、開発、制作など）、といった段

階を踏みながら卒業研究を進めていきます。原則として、情報メディア技術コースでは情報機

器・システムの開発を、情報メディア表現コースではデジタル・コンテンツの制作を行うことになり

ます。研究内容は卒業論文・卒業制作としてまとめ、学科の研究発表会にて発表を行い、教員

による審査を受けます。

授業の概要授業の概要授業の概要授業の概要

○授業計画○授業計画○授業計画○授業計画

学修内容学修内容学修内容学修内容 学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）



第第第第 9999 週週週週 ：：：：

第第第第10101010週週週週：：：：

第第第第11111111週週週週：：：：

第第第第12121212週週週週：：：：

第第第第13131313週週週週：：：：

第第第第14141414週週週週：：：：

第第第第15151515週週週週：：：：

第第第第16161616週週週週：：：： 期末試験期末試験期末試験期末試験

授業の運営方法授業の運営方法授業の運営方法授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング 「アクティブ・ラーニング科目」

備考備考備考備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】

自らテーマを発見し、それに何らかの形を与えて表現することに、真剣に向き合うことができる。

【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】

自らが設定した対象に対して、発見したテーマについて、完全に理解し、情報として正確に発信

することができる。

【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ

ケーション】ケーション】ケーション】ケーション】

発見したテーマを、特定の対象に正確に伝えるための表現を考え出すことができる。

【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】

①テーマに対する自らの考え方を、特定の対象に正確に伝えることができる。

②さまざまな「モノ・コト」を、特定の対象に正確に紹介することができる。

③情報の伝達や紹介に当たっては、これまで学んできた知識を活用して、さまざまな表現技法

や技術を効果的に組み合わせることができる。



合計欄 100点

10点10点10点10点 10点10点10点10点

レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等

（提出物）（提出物）（提出物）（提出物）

発表・その他発表・その他発表・その他発表・その他

（無形成果）（無形成果）（無形成果）（無形成果）

○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）

レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等

（提出物）（提出物）（提出物）（提出物）

［Ｓレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。

［Ａレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。

［Ｂレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。

［Ｃレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】

※「専門能力〈知識の活用〉」「チーム

で働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

30点30点30点30点

20点20点20点20点

【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】

※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。

30点30点30点30点

到達目標の各観点と成績評

価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等

（テスト）（テスト）（テスト）（テスト）

【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】

※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。

発表・その他発表・その他発表・その他発表・その他

（無形成果）（無形成果）（無形成果）（無形成果）

（「人間力」について）（「人間力」について）（「人間力」について）（「人間力」について）

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係

を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会

に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法成績評価方法成績評価方法成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安評価の実施方法と達成水準の目安評価の実施方法と達成水準の目安評価の実施方法と達成水準の目安

【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】

※「考え抜く力」を含む。


